
真
諦
訳

の
所
分
別
と
玄
渠
訳

の
所
遍
計

に

つ
い
て

(
久
津
谷
)

真
諦
訳
の
所
分
別
と
玄
癸
訳

の

所
遍
計
に
つ
い
て

久

津

谷

俊

行

真
諦
訳
論
書
の
所
分
別

真
諦

の
訳
出
論

書

の
中
、
特

に
転
識
論
に
は
、
識

は
能
分
別

で
依

他
性
、

境

は
所
分
別
で
分
別
性

で
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
摂
大
乗
論
釈

に
は
、

変
異
相
貌
是
識

所
分
別
。
以
二
此
義

一故
成

二
立
所
分
別

一為
二
分
別
性

一
。(
大
正

31

・
一
八
八

・
上
)

(
2

)

と
あ
り
、

所
分
別

は
分
別
性

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

転
識
論
に

は
能
分
別
と

所
分
別

の
関
係
を

さ
ら
に
説

い
て
、
所
分
別
を
縁
ず
る
能
分
別
を
も
遮
し
て
境

識
倶
沢

と
い
い
、
分

別
依
他
両
性

の
無
に
よ

つ
て
成
り
立

つ
実
性

と
し
て
の
阿

摩
羅
識
を
も

つ
て
唯
識

と
す
る
。

摂
大
乗
論
釈
に
於
て
も
、

成
二
依
他
性
因
幻
説

二此
因

一為
二
分
別
性
殉
(
大
正

31

・

一
八
七

・
上
)

と
い
い
、
ま
た
、

能
分
別
必
従
二
所
分
別

一生

(
大
正

一
八
八
上
)

と
示
し

て
、
依
他

の
能
分
別

の
依
止
で
あ

る
所
分
別
を
分
別
性
と
す

る
。
こ
れ

は
論
文
に
も
示
さ
れ

て
い
て
、

此
依
他
性
。

由

二
分
別
性

一顕
現
似
レ
法
。

(
大
正

31

・
二
二
〇

・
中
)

と
あ
り
、

こ
こ
で
も
依
他
性

は
分
別
性
よ
り
成
り
立

つ
も

の
で
あ
る

と
考
え
ら

れ
る
。
転
識
論
で
は
、

こ
れ
に
も
と
つ
い
て
分
別
性

の
無
は
そ

の
所
依
止

で
あ
る
能

分
別
の
無
で
あ
り
、
両
性
を
遮
す
こ
と
に
よ
つ
て
真
実
性
を
あ
ら
わ
す
。
し
か

(
3

)

し
摂
大
乗
論
釈

で
は
二
性

の
関
係
を
依
他
性
に
於

て
分
別
性

の
無
と
説

き
、

ま

た
依
他
性

と
分
別
性

と
の
不
同
体
を
説
く

の
で
あ

る
か
ら
、

真
諦
は
世
親
釈

に

於

て
転
識
論

の
境
識
倶
混
説

に
展
開
す

る
意
図
を
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

真
諦
訳

で
は
所
分
別
を
分
別
性
と
す
る
が
、

一
方
で
は
依
他

性

で
あ
る

こ
と
も
認
め

て
い
る

若
談
二
識
体

一従
二
種
子

一生
。

自
属
二
依
他
性
殉
(
大
正

31

・
二
八
八

・
上
)

即

ち
依
他
に

義
が
あ

つ
て
、
識
体
よ
り
み
れ
ば
依
他
性
で
あ
る
が
、

変
異

よ
り

み
れ
ば
分
別
性

で
あ
る

し
か
し
前

の
境
識
倶
涙
説
と
の
関
係

か
ら
推

せ

ぱ
分
別
性
を
強
調
し
て

い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

玄
奨
訳
論
書
の
所
分
別

真
諦
訳
で
の
所
分

別
の
語

は
、

玄
突

訳
で
は
所
遍

計
と
な

つ
て
い
る
が
、

玄

(
4

)

漿
訳
で
は
能
遍
計

・
所
遍
計
と
も
に
依
他
起
性
で
あ
る
。
遍
計
所
執
性
は
所
遍

計
上
の
所
顕
現
で
あ
つ
て
所
遍
計
は
遍
計
所
執
性
で
は
な
い
。
円
成
実
性
は
依

他
起
の
所
遍
計
上
の
遍
計
所
執
の
無
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
真
諦

・
玄
婁
両
訳

に
は
所
分
別
・
所
遍
計
の
理
解
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

で
は
玄
英
訳
論
書
の
理
解
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
は
特
に
基
の
成
唯
識
論
述
記

も
合
わ
せ
て
参
照
し
た
い
。
摂
大
乗
論
に
は
、
意
識
を
能
遍
計
と
し
依
他
起
性

を
所
遍
計
と
す
る
。
ま
た
無
性
釈
に
は
、

依
他
起
是
我
色
等
意
識
遍
計
所
遍
計
故
。
(大
正
31
・
四
〇
四
・
中
)

と
あ
つ
て
、
遍
計
所
遍
計
は
同

一
の
次
元
で
考
え
ら
れ
る
。
前
の
転
識
論
で
は

そ
う
で
は
な
い
。

所
遍
計
に
つ
い
て
は
、
成
唯
識
論
で
は
所
遍
計
と
所
分
別
の
二
語
が
使
わ
れ

る
。
こ
れ
は
唯
識
三
十
頗
中
、
第
十
七
頗
の
所
分
別
と
第
二
十
頽
の
所
遍
計
の
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二
語

で
示
さ
れ
る
が
、
梵
本

で
は
同
語
に
な

つ
て
い
る

従

つ
て
唯
識
三
十
煩
、

及
び
成

唯
識
論

で
は
こ
の
二
語
を
同

一
視
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
が
、

摂
大
乗

論
の
所
遍
計
に

つ
い
て
考
察
す
る
場
合

に
は
相
方
を
参

照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
5
)

い
。
即
ち
所
分
別
に

つ
い
て
成
唯
識
論

で
は
所
変

の
相
分
を
所
分
別
と

い
い
、

そ
れ
を
述
記
に
は
、

其
識
体
所
変
依

他
性

相
分
。

似
二
所
執
相
分
一者
名
二
所
分
別
叩
(
大
正
43

・
四

八
七

・
上
)

と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、

所
分
別
は
所
執

の
相
分
で
は
な
く

依
他

の
相
分
で
あ

る
。
ま

た
成
唯
識
論

に
、

摂
大
乗
説
二
是
依
他
起

一遍
計
心
等
所
縁
縁
故

…
…

(
中
略
)

…
…
遍

計
所

執
錐

二是
彼
境
殉
而
非
二
所
縁
縁

一故
非
二
所
遍
計
り
(
大
正
31

・
四
六

・
上
)

と
あ
る
。

即
ち
所
変

の
相
分
は
遍
計
心
の
所
縁
縁

で
あ
る
か
ら
依

他
起
性

で
、

外
境
は
そ

の
所
縁

縁

と
な
ら
な

い
か
ら
遍
計
所
執
性

で
あ
る
。
述

記
に
は
こ

の

所
縁
縁

に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
る
。

言
二
所
縁
縁

一必
是
有
法
o
遍
計
心
等
以
レ此
為
レ
縁
。

…
…

(
中
略
)

…
…
所

執
錐

二
是
遍
計
心
境
殉
而
非
二
所
縁
縁

一故
非

二所
遍
計
幻
所
遍
計
者
拠

二有

法

一

故
。

…
…

(
中
略
)

…
…
似
二
相
分

一者
非
二
無
法

二故
。

無
法

非

二
所
縁

縁

↓

所
縁
縁

者
必
是
有
法
。

(
大
正
43

・
五
四
三

・
中
)

即
ち

所
縁
縁

が
無
法
で
あ

れ
ば
縁

じ
て
起

こ
る

こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
必
ず

所
縁
縁

は
有
法

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

従

つ
て
所
遍
計
が
遍

計
心
に
よ

つ
て

縁
ぜ
ら

れ
る
た
め

に
は
必
ず
依

他
の
所
遍
計

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

所
執

の

境
は
無
法

で
あ

る
か
ら
所
縁
縁

と
し
て
成
り
立
た
ず
、
依

他
の
所
遍
計

で
あ

り

得
な

い
。
ま
た
有
法

に

つ
い
て
、

有
法
者
。
謂
非
二
遍
計

所
執

一
。此
中
有
二
二
師
釈
↓
初

或
通
縁
レ
仮
。
次
或
唯
縁

レ

実
。

前
師
即
眼
識
縁

二
長
等
幻
後
師

即
不
レ
縁

故
此
但
総
言

二有

法
殉
不
三
別

定

二其
仮
実
体
法
幻
此
則

明
レ
非

二所
執

殉
所
執
無
レ
体

不
レ能
レ
発

二
生
能

縁

之

識

一故
非
二
是
縁

叩
縁
者

必
是
依
他
無
為
。

可
下
有
二
力

用
一発
中
能

縁

識
上
名
為

レ縁
故
。

(
大
正
43

・
五
〇
〇

・
中
)

と

い
い
、
仮
と
実
と
を
有

法
と
す

る
。
無
法

は
識
を
引
き
お
こ
す
縁

に
は
な
ら

な
い
た
め
遍
計
所
執
で
あ

る
。
従

つ
て
所
縁
縁
が
仮
法
か
実
法
で
あ

れ
ば
識

の

所
縁

と
な
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
所
執

の
相
分

は
無
法

の
も
の
で
あ

つ
て
所
縁

縁

と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
識

と
関
係
を
も

つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

も
し

所
執
の
相
分
が
所
縁
縁

に
な
り
得

る
な
ら
ば
、
そ

の
能
縁

の
識
も
無
と
な
り
遍

計
所
執
性

と
な
る

し
か
し
す
で
に
能
遍
計

の
識
を
依
他
起
性
と
す
る

の
で
あ

る
か
ら
所
遍
計
も
所
執
で
あ

つ
て
は
な
ら
ず
、

必
ず
依
他

の
所
遍

計
と
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
は
摂
大

乗
論

に
於

て
も
、

依
他
起
自
性
名
二
所
遍
計

幻
(大

正
31

・
=
二
九

・
中
)

と
あ
り
成
唯
識
論

に

一
致
す

る
。

従

つ
て
、
玄
斐
訳
で
は
、
成
唯
識
論

に
、

許
二識
内
境
倶
実
有

一故
。

或

識
相
見
等
従

レ縁

生
。
倶
依
他
起
虚
実
如
レ
識
。

唯
言
遣
レ
外
不
レ
遮
二
内
境

殉
…
…

(
中
略
)

…
…
非
レ
謂
二
内
境
如
レ外
都

無
殉

(
大
正

31

・
五
九

・
上
)

と

い
い
、
所
遍
計
は
こ
の
上
に
理
解

さ
れ
る

べ
き

で
あ
る
。

1
 
大

正
31

・
六
二

・
下
参
照

2
 

大
正
31

・
六
二

・
中

下
参
照

3
 
摂
大
乗
論
釈
巻
第
五
大
正
31

・
一
八
六

・
下

4
 
如
二
所
遍
計

一者
。

如
二
彼
意
識
遍
計
所
執

幻
畢
寛
不
二
如
レ
是
有
一
故
者
。

所
遍
計
上
遍
計
所
執
畢

寛
無
。
由

二
此
義

一故
即
此
自
性
成
二
円
成
実
殉
(摂

大
乗
論
釈
巻
第
四
、

大
正
31

・
三
四

一
・
下
、

世
親
釈
)

5
 
成
唯
識
論
巻
第
七
、

大
正
31

・
三
八

・
下

真
諦
訳

の
所
分
別

と
玄
婁
訳

の
所
遍
計
に

つ
い
て

(
久
津
谷
)
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